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加
盟
店
さ
ま
に
中
学
校
の
授
業
の一環

で
あ
る
中
学
生
の
職
業
体
験
の
受
け
入

れ
先
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
中
学
生
に
牛

乳
屋
さ
ん
の
業
務
を
体
験
し
て
も
ら
う

事
業
で
す
。
職
場
体
験
を
通
じ
て
、
働

く
こ
と
の
意
義
や
基
本
を
学
び
、「
牛
乳

は
成
長
期
に
有
用
な
食
品
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
理
解
し
、
牛
乳
を
さ
ら
に

飲
ん
で
も
ら
う
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
い
、

中
学
生
の
健
康
増
進
や
、
か
ら
だ
・
体

格
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
こ
の
事
業

の
目
的
で
す
。ま
た
、幼
稚
園
や
保
育
所
、

小
学
校
が
実
施
す
る
「
職
場
訪
問
」「
社

会
科
見
学
」
等
の
場
と
し
て
牛
乳
屋
さ

ん
の
お
店
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域

へ
の
貢
献
、
加
盟
店
さ
ん
の
社
会
的
地

位
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
参
加
の
中
学
生
に
は
、
牛
乳
販
売

店
の
業
務
全
般
を
体
験
し
て
も
ら
う
と

同
時
に
、
全
改
協
で
作
成
し
た
資
料

『
牛
乳
に
つ
い
て
も
っ
と
知
ろ
う
！
』
か

ら
、
牛
乳
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
ま

す
。
職
場
体
験
を
通
じ
て
、
中
学
生

の
牛
乳
に
対
す
る
正
し
い
理
解
に
役

立
って
い
ま
す
。

　
牛
乳
販
売
店
の
地
域
貢
献
の
内
容

が
新
た
に
増
え
、
全
改
協
の
加
盟
店

の
社
会
的
な
地
位
が
向
上
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
実
施
の
ご
報
告
は
、
次
号
新
年
号

に
て
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

牛
乳
屋
さ
ん
の
お
仕
事
体
験（
体
験
事
業
）
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お
客
さ
ま
と
の
宅
配
契
約
の
金

額
の
一
部
を
加
盟
店
が
補
助
す
る

な
ど
し
て
、
広
く
国
民
の
栄
養
補

給
、
健
康
増
進
お
よ
び
宅
配
牛

乳
の
利
便
性
の
理
解
を
促
進
す
る

事
業
で
す
。
昨
年
度
ま
で
は
、
特

定
の
年
齢
層
の
お
客
さ
ま
を
対
象

に
一
定
金
額
の
補
助
を
行
う
よ
う

事
業
内
容
を
指
定
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、

啓
発
活
動
の
内
容
を
各
流
改
協

の
裁
量
に
お
任
せ
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
流
改

協
に
よ
っ
て
は
事
業
内
容
が
契
約

金
額
補
助
で
は
な
く
、「
牛
乳
が

熱
中
症
に
対
し
て
効
果
的
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
の
啓
発
活
動

を
行
う
な
ど
、
多
様
性
が
出
て

い
ま
す
。

　
事
業
終
了
後
も
契
約
を
続

け
、「
お
得
意
様
」
に
な
っ
て
い

た
だ
く
お
客
さ
ま
が
増
え
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

牛
乳・乳
製
品
の
利
用
促
進（
啓
発
事
業
）
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本
年
も
、
牛
乳
の
効
用
や
栄
養
、

料
理
へ
の
活
用
を
掲
載
し
た
ミ
ル
ク
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
配
布
し
ま
す
。

今
回
（
2
0
1
8
年
用
）
も
、（
一
社
）

J
ミ
ル
ク
が
推
進
す
る
「
乳
和
食
」

を
紹
介
し
、
牛
乳
の
減
塩
効
果
を
訴

え
ま
す
。

　
乳
和
食
の
提
唱
者
・
第
一
人
者
で

あ
る
小
山
浩
子
先
生
の
監
修
で
、「
調

味
料
と
あ
わ
せ
て
ミ
ル
ク
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま

使
え
ば
塩
分
が
多
い
調
味
料
に
牛
乳

を
加
え
る
こ
と
で
、
味
を
損
な
わ
ず

減
塩
に
な
る
料
理
12
種
類
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　
注
文
さ
れ
た
全
改
協
の
加
盟
店
さ

ま
に
は
、
年
内
の
お
客
さ
ま
へ
の
配
布

に
間
に
合
う
よ
う
お
届
け
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

ミ
ル
ク
カ
レ
ン
ダ
ー（
広
報
物
配
布
事
業
）
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全
改
協
固
有
事
業

食
品
流
通
構
造
改
善
緊
急
対
策
事
業（
リ
ー
ス
事
業
）

　
公
益
財
団
法
人
食
品
流
通
構
造

改
善
促
進
機
構
（
食
流
機
構
）
の
緊

急
対
策
事
業
を
活
用
し
、
加
盟
店
さ

ま
が
設
備
や
機
器
を
導
入
す
る
際
の

費
用
の
低
減
を
図
る
事
業
で
す
。

　
設
備
や
機
器
を
導
入
す
る
際
に
、

リ
ー
ス
や
割
賦
に
か
か
る
利
息
の

2
/
3
を
食
流
機
構
が
負
担
す
る
た

め
、
加
盟
店
さ
ま
の
費
用
が
そ
れ
だ

け
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
応
募
の
締
め
切
り
は
、
8
月
末
と

2
月
末
の
年
2
回
と
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
以
外
の
時
期
で
も
対
応
可

能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
冷

　
各
都
道
府
県
流
改
協
の
会
長
、

事
務
局
長
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、

事
業
の
内
容
や
進
め
方
を
説
明
し
、

ま
た
皆
さ
ま
か
ら
広
く
意
見
を
い
た

だ
く
目
的
で
、
毎
年
、
地
区
別
代

表
者
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
は
函
館
、
東
京
、
名
古
屋
、

大
阪
、
博
多
の
5
ヶ
所
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
望
、
提
言
や
事
務
局

運
営
の
現
状
な
ど
、
貴
重
な
ご
意

見
を
数
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
た

だ
い
た
ご
意
見
は
、
流
改
協
の
事
務

局
の
現
場
で
実
際
に
業
務
に
携
わ
っ

た
中
か
ら
の
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、

中
に
は
私
た
ち
執
行
部
で
は
気
付

か
な
か
っ
た
よ
う
な
ご
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。

　
特
に
留
意
が
必
要
と
感
じ
た
ご
意

見
と
し
て
、〝
本
来
の
乳
業
メ
ー
カ
ー

の
業
務
と
流
改
協
事
務
局
業
務
を

兼
務
し
て
い
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
不

都
合
が
生
じ
る
〞と
い
う
主
旨
の
ご
意

見
を
複
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
42
流

改
協
の
多
く
が
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
社

員
の
方
の
兼
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
生
じ

る
不
都
合
、
制
約
に
つ
い
て
で
あ
り
、

加
盟
店
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
に
も
関
連
す
る
問
題
で
す
。

　
こ
れ
ら
ご
意
見
を
、
理
事
会
や
、

こ
の
紙
面
の
記
事
で
も
紹
介
し
て
い
る

「
合
理
化
会
議
」
に
報
告
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
の
全
改
協
運
営
の
改
善
の

た
め
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

地
区
別
代
表
者
会
議
を

開
催
し
ま
し
た

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
①

i

機
器
の
導
入
を
検
討
中
の
方
は

ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

車
・
冷
蔵
車
・
冷
凍
車
や
宅
配
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
予
定
が
あ
る
加
盟

店
さ
ま
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

全改協の事務局は移転しました
全改協の事務局は、去る11月3日に移転いたしました。
新しい所在地は下記のとおりです。旧事務局から徒歩5分ほ
どです。なお、電話番号、ファックス番号の変更はありません。

〒101-0065
東京都千代田区西神田3-1-2 ウインド西神田ビル502
電   話
ファックス

03(6380)8021　　　　　　
03(6380)8435 （変更はありません）

新所在地

｝

お知らせ

2018年版  ミルクカレンダー  より

2017年（平成29年）11月15日　第83号　（季刊） 本年度の事業について、インフォメーション



8月9日（水）
第2回合理化会議（於東京都千代田区　乳業会館）
　　  ❶第1回会議の内容確認
　　  ❷会費の見直しについて
8月9日（水）
第2回理事会（於東京都千代田区　乳業会館）
　　  ❶地区別代表者会議の報告
　　  ❷平成29年度普及啓発事業の取り組み状況

　さて、今回も決算書の仕組みについて解説したいと思います。
　「経営」とはなんぞや？簡単に言えば、限られた投下資本を効率的に使用して資
金を増やし、獲得した利益を分配することと理解して下さい。以前ご説明したとお
り、損益計算書や貸借対照表は１年間の資金の使い方を報告書としてまとめている
わけなので、これらを読み解けば経営の上手、下手が分かるはずです。つまり、この
種類の報告書は我々シロウトには分かりづらくて読みにくい、公開された「会社の
通信簿」なのです。株式会社は官報や新聞またはインターネット上での決算公告が
義務づけられています。
　つぎに、「純資産（自己資本）」と「利益」についてです。
　企業は儲かってくると、だんだんとお金が増えてきます。反対に儲からないとお金
が減ってきます。返済しなくてもよいお金を「純資産（自己資本）」と呼ぶことにする
と、「利益」とは「純資産の増殖」であると解釈できます。
　この純資産と利益という概念は決算書を読みこなす上で非常に重要で基本的な
ものなので、是非覚えておいて下さい。

　続いて、「貸借対照表」と「損益計算書」の定義について解説します。
　「貸借対照表」は、純資産（自己資本）の増減（当初の元手資金±利益）をプラス
財産（現金・銀行預金）とマイナス財産（借入金・社債）として示しており、決算期末
日現在という瞬間で、その時点での財産内訳（財産目録的なもの）を示していま
す。また「損益計算書」は、貸借対照表に記載されている資金の増減の経過と理由
を要因・原因別にまとめたもので、どれだけ純資産が増えたか、もしくは減ったか
（利益ｏｒ 損失）、そしてその理由は何であったか、ということを説明するために、
１年分の取引を要因・原因別に集計したものです。言い換えれば、「損益計算書」と
「貸借対照表」は、企業活動を
「フロー」と「ストック」という２つ
の視点から報告したものといえ
ます。なお、右表は「勘定式」と呼
ばれる表示形式で、一般的には
資本の「調達源泉」と「運用形
態」を示しています。 （M）

当たり前田の会計入門③

（公財）食品流通構造改善促進機構の月刊誌「OFSI」の連載『当たり前田の会計入門』を、
食品流通構造改善促進機構さんのご厚意で「全改協だより」に転載させていただいています。

今回は3回目です。会計についてやさしく基礎から解説される連載ですので、加盟店の皆さまにも参考になると思います。お役立てください。
なお第2回は1月1日発行の第80号に掲載しています。
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全
改
協
は
一
般
社
団
法
人
に
移

行
し
、
移
行
前
か
ら
保
有
し
て
い

る
財
産
（
残
余
財
産
）
を
公
益

目
的
事
業
で
使
い
切
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
残
余
財
産
を
使
い

切
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
、
ま
た

各
都
道
府
県
流
改
協
事
務
局
の

業
務
が
ご
担
当
者
の
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
と
の
地
区
別
代
表

者
会
議
な
ど
の
場
で
の
意
見
が
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、

●
全
改
協
事
業

●
全
改
協
・
流
改
協
の
組
織

●
全
改
協
サ
ポ
ー
ト
室
の
設
置

な
ど
に
つ
い
て
今
後
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
「
合
理
化
会
議
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
の
検
討
結
果
は
、
今
後

理
事
会
で
の
検
討
を
経
て
、
臨

時
総
会
に
て
承
認
を
得
る
予
定

で
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

そ
の
際
に
改
め
て
ご
報
告
し
ま

す
。

合
理
化
会
議
を

開
催
し
て
い
ま
す

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
②

i

主な会議の開催実績

橋本会長の動向（全改協主催の会議以外）

今後の日程

12月13日（水）
乳業メーカー様、関係組織との懇談会

　去る7月28日、総務省の「第2回地域の暮らしサポート研究会」の場で、全改協の
橋本会長が、牛乳販売店の地域貢献活動（高齢者支援、買い物弱者対応など）につい
て講演をしました。
　総務省「地域の暮らしサポート研究会」は、人口減少、高齢化などによって生活に
不便が生じている地域の暮らしを守るために必要なサービスをビジネス展開する
ための必要なこと、問題点などを社会実験を通じてさぐるための総務省の本年度
事業です。
　全改協の加盟店が高齢者支援や地域安全パトロールなどに積極的に取り組んで
いることを、新聞等の報道や優良事例発表会などで知った総務省より、牛乳販売店
がこの事業のモデル実施地域で連携できないかとの打診がありました。残念なが
ら、このモデル事業に全改協・流改協として参加協力できることはありませんでし
たが、この時の打診がきっかけで、今回研究会で橋本会長に講演の依頼があったも
のです。
　橋本会長は加盟店の地域支援等について説明し、また、昨年度には二次商品用の
宅配ボックスの設置を実験したことについても話しました。そして将来の展望と
して、全国に存在する販売店のネットワークを活かして高齢者見守りについて制
度を実現したいこと、ミルクカレンダーに健康情報を掲載したり、緊急連絡先の記
入欄を作ったりして高齢者対応に役立てたいという考えなどを披露し、研究会に
参加した委員の高い関心を呼んでいました。
　後日改めて橋本会長は総務省を訪問し（9月14日）、改めて総務省の研究会に二
次商品用の宅配ボックスの設置を関連付けられないか担当者と検討しました。そ
の結果、年度末に出される研究会の報告書に、牛乳販売店の地域貢献、高齢者支援
などの活動例の紹介が掲載されることになりました。報告書を読んだ地方自治体
の担当者から、事業連携等についてアプローチが出ることが期待されます。

＊総務省「第2回地域の暮らしサポート研究会」において
  橋本会長が講演
  今後の総務省事業とのパイプに

資　産

負債（他人資本）

純資産（自己資本）

資金の調達方法資金の運用形態

議  題

10月10日（火）
第2回ミルクカレンダー制作ＷＧ

9月22日（金）
第1回ミルクカレンダー制作ＷＧ（於全改協会議室）
10月6日（金）
優良事例発表会　第一次審査（於全改協会議室）
　　  中央発表候補店の選定
10月6日（金）
第3回合理化会議（於全改協会議室）
　　  平成30年度以降の事業計画、
　　  収支予算書の内容についての検討

11月18日（土）
第3回理事会（於東京都千代田区　アルカディア市ヶ谷）
12月8日（金）
優良事例発表会　第二次審査

7月28日（金）
総務省　第2回地域の暮らしサポート研究会＊（於東京都千代田区　総務省）
牛乳販売店の地域貢献、買い物弱者対策への取り組みを、講師として説明
8月8日（火）
森永乳業（株）様との打ち合わせ（於東京都　森永乳業本社）
8月10日（木）
雪印メグミルク様との打ち合わせ（於東京都　雪印メグミルク本社）
9月14日（木）
総務省地域振興室訪問　事務官との打ち合わせ
全改協の現状と今後の展望について意見交換
9月27日（水）
Ｊミルク理事会出席（於東京都千代田区　ＫＫＲ東京）
9月28日（木）
農林水産省　牛乳乳製品課との打ち合わせ
農林水産省　食品流通課との打ち合わせ（於東京都千代田区　農林水産省）

議  題

議  題

議  題

11月14日（火）
第3回ミルクカレンダー制作ＷＧ
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